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今月の表紙

二上山博物館のある

「ふたかみ文化センタ

ー」入口で、石製の武

人像が迎えてくれま

す。別所城山２号墳か

ら出土した札甲
さねよろい

と類似

した甲
よろい

を着る中国・洛
らく

陽
よう

出土の土製人形をもとに、開館時に創作し

た像です。

人口　　77,234人（前月比＋90人）

男 37,068人（前月比＋57人）

女 40,166人（前月比＋33人）

世帯数　28,600世帯（前月比－1世帯）

次回発行は、お知らせ版9月5日（水）広報かしば9月21日（金）

市ホームページでも広報かしばをご覧になれます。

URL http://www.city.kashiba.lg.jp

「録音ボランティア山びこ」による音訳広報があります。

詳しくは社会福祉協議会ボランティアセンターへ。
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◆市役所夏の節電対策2012

3366 ..33％％のの節節電電効効果果
（（平平成成2222年年度度比比））

香芝市では、７月１日～９月30日を積

極的に節電対策に取り組む期間としてい

ます。

７月分の市役所庁舎の節電効果は、市

民の皆様のご協力のもと、平成22年度と

比べ36.3％削減することができました。

引き続き、節電対策を実施しますので、

皆様のご理解とご協力をお願いします。

年度 消費電力（kwh） 削減率

平成22年度 65,950 －

平成23年度 46,438 29.6%

平成24年度 42,017 36.3％

エコファースト
かしば
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市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
仰
ぎ
見

る
こ
と
の
で
き
る
二
上
山
は
、
香

芝
市
民
に
と
っ
て
象
徴
的
な
存
在

で
す
。

太
古
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で

き
た
二
上
山
の
周
辺
に
は
過
去
に

資
源
と
し
て
使
わ
れ
た
い
く
つ
も

の
種
類
の
石
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

石
器
時
代
に
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
鋭

利
な
刃
の
道
具
が
つ
く
ら
れ
、
古

代
に
は
権
力
者
の
棺

ひ
つ
ぎ

や
重
要
な
建

物
の
基
礎
と
し
て
凝
灰

ぎ
ょ
う
か
い

岩が
ん

は
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ザ
ク
ロ
石
は

金こ
ん

剛ご
う

砂し
ゃ

と
呼
ば
れ
、
全
国
に
研け

ん

磨ま

材ざ
い

と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

二
上
山
博
物
館
で
は
こ
の
地
に

住
ん
だ
人
々
の
歩
ん
だ
歴
史
を
、

こ
れ
ら
の
石
や
出
土
品
を
通
し
て

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
展
示

し
て
い
ま
す
。

展
示
室
入
口
に
は
澄
ん
だ
金

属
音
を
奏
で
る
「
サ
ヌ
カ
イ
ト

の
石
琴
」
を
置
い
て
い
ま
す
。

他
の
石
で
は
真
似
の
で
き
な
い

サ
ヌ
カ
イ
ト
の
一
面
で
す
。
太

古
に
も
石
の
楽
器
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ま
た
、
古
代
の
王
が
埋ま

い

葬そ
う

さ

れ
た
巨
大
な
石せ

っ

棺か
ん

を
前
に
す
る

と
、
当
時
の
王
の
権
力
が
い
か

に
大
き
い
か
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に
残
さ
れ

た
文
化
財
を
実
際
に
自
分
の
目

で
見
る
と
、
想
像
力
が
か
き
立

て
ら
れ
、
思
わ
ず
、
い
に
し
え

の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
博
物
館
で
歴
史
の
ロ

マ
ン
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

二
上
山
博
物
館
は
全
国
初
の
「
人
の
営
み
と
石
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
博
物
館
と
し
て
、
平
成
４
年
４
月
に
、
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

開
館
以
来
多
く
の
方
々
に
入
館
い
た
だ
き
、
今
年
開
館
20
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
方
々
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
博
物
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
で
私
た
ち
の
郷
土
「
か
し
ば
」
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

館長 松田真一

シルクロード学研究

センター研究員、県

立橿原考古学研究所

附属博物館長などを

経て、平成24年4月

より二上山博物館長

に就任

二
上
山
博
物
館
っ
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

？？
館
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た

見
ど
こ
ろ
は

？？

「役行者、二神の上の峯に登る～二上山と信仰の系譜～」 

開館20周年記念特別展   9/29（土）～11/25（日） 

～郷土の歴史を
 

 未来に伝える
～ 

～郷土の歴史を
 

 未来に伝える
～ 

石琴（手前）と館内のようす

西日本各地のサヌカイト

特
集
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二
上
山
は
、
は
る
か
昔
、
今
か
ら
千
五

百
万
年
前
頃
に
大
噴
火
し
ま
し
た
。
そ
う

で
す
、
火
山
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
頃
の
二
上
山
は
、
今
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
た
姿
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当

時
の
噴
火
口
は
、
今
で
は
空
中
で
す
。
現

在
ま
で
の
悠
久
の
時
の
経
過
の
な
か
で
、

地
殻
変
動
や
風
化
、
浸
食
な
ど
に
よ
っ
て

山
体
が
削
ら
れ
、
火
山
と
し
て
の
面
影
を

失
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
二
上
山
は
火
山
に
は
分
類
さ

れ
ま
せ
ん
。
ふ
た
こ
ぶ
の
現
在
の
姿
は
、

火
山
の
根
元
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
も

と
も
と
の
火
山
地
形
で
は
な
い
か
ら
で

す
。

サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
石
の
端
を
打
ち
欠
く

と
二
枚
貝
の
貝
殻
状
に
割
れ
て
鋭
い
刃
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
石
器
の
原
材
料
と
し

て
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
ド
ロ
ド
ロ
の
灼

し
ゃ
く

熱ね
つ

の
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
た
火
山
岩

で
、
黒こ

く

曜よ
う

岩が
ん

、
珪け

い

質し
つ

頁け
つ

岩が
ん

と
と
も
に
日
本

の
３
大
石
器
石
材
の
一
つ
で
す
。

展
示
室
に
は
、
九
州
か
ら
北
海
道
の
旧

石
器
も
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
西
日

本
を
代
表
す
る
全
国
区
の
石
、
サ
ヌ
カ
イ

ト
の
石
器
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見
ど
こ
ろ
ポ
イ
ン
ト
！

ま
た
、
近
鉄
関
屋
駅
の
南
側
丘
陵
上
に

数
十
箇
所
も
の
石
器
製
造
遺
跡
が
見
つ
か

っ
て
い
て
、
こ
の
二
上
山
北
麓
遺
跡
群
の

石
器
五
百
点
以
上
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
最
古
の
石
材
採
掘
坑

な
か
で
も
、
鶴つ

る

峯み
ね

荘そ
う

第
１
地
点
遺
跡
か
ら

日
本
最
古
の
石
材
採
掘
坑
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
７
千
点
あ
ま
り

の
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
は
、
旧
石
器
の
研
究
資
料

と
し
て
第
一
級
品
で
す
。
約
二
万
〜
二
万
数

千
年
前
の
二
上
山
文
化
と
も
い
え
る
石
器
づ

く
り
の
技
法（
瀬
戸
内
技
法
）は
、
こ
の
遺
跡

の
資
料
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

二
上
山
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
、
縄
文
時
代

に
も
近
畿
地
方
全
域
で
盛
ん
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
何
千
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
二
上

山
周
辺
で
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
を
求
め
て

人
々
の
頻
繁
な
往
来
や
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
２
千
年
前
頃
の
弥
生
時
代
ま

で
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
器
は
使
わ
れ
ま
し
た
。

二
上
山
北
麓
の
香
芝
の
地
に
は
、
大
規

模
に
サ
ヌ
カ
イ
ト
採
掘
を
し
た
石
器
製
造

工
房
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ヌ
カ
イ
ト
と
そ
の
石
器
は
、
全
国
に

誇
れ
る
香
芝
市
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史
遺

産
な
の
で
す
。

近鉄関屋駅 

大阪樟蔭女子大学 

鶴峯荘 
第１地点遺跡 

× 165

二
上
山
が
生
ん
だ
３
つ
の
石
〜
よ
み
が
え
る
旧
石
器
時
代
〜

大
昔
は
火
山
だ
っ
た

二
上
山

〜
旧
石
器
時
代
か
ら
弥
生
時
代
〜

石
器
の
材
料
と
し
て

大
活
躍
の
サ
ヌ
カ
イ
ト

日本最古の石材採掘坑（復元模型）

槍
やり

先に使われたサヌカイト石器の復元展示

鶴峯荘第１地点遺跡土坑２出土旧石器

（市指定文化財）

［旧石器時代・２万年前頃]

さ
い
く
つ
こ
う

刃

瀬戸内技法
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二
上
山
の
凝
灰
岩
は
、
奈
良
県
指
定
の
天

然
記
念
物
「
ど
ん
づ
る
峯ぼ

う

」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ど
ん
づ
る
峯
の
地
層
は
二
上
山
の
火か

砕
流

さ
い
り
ゅ
う

堆た
い

積せ
き

物ぶ
つ

で
す
。
高
温
の
火
砕
流
が
水
に
ふ
れ

る
こ
と
で
爆
発
的
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
凝
灰
岩
の
地
層
は
、
今
で
は
二
上

山
の
北
麓
か
ら
西
麓
に
か
け
て
見
ら
れ
ま
す
。

藤
ノ
木
・
高
松
塚
・
キ
ト
ラ
古
墳

に
も
使
わ
れ
た
石

奈
良
時
代
に
二
上
山
白し

ろ

石い
し

と
よ
ば
れ
た
凝

灰
岩
は
、
古
墳
時
代
か
ら
切
り
出
さ
れ
、
６

世
紀
の
家い

え

形が
た

石せ
っ

棺か
ん

（
斑
鳩
町
の
藤
ノ
木
古
墳

な
ど
）
や
７
世
紀
の
古
墳
（
明
日
香
村
の
高

松
塚
古
墳
、
キ
ト
ラ
古
墳
な
ど
）
の
石
室

（
石せ

っ

槨か
く

）
に
使
わ
れ
、
ま
た
、
飛
鳥
・
奈
良

時
代
に
は
、
お
寺
や
宮
殿
な
ど
建
物
の
土
台

を
飾
る
化
粧
石
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
時
の

権
力
を
土
台
か
ら
さ
さ
え
て
い
た
二
上
山
白

石
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

展
示
室
に
は
、
復
元
さ
れ
た
家
形
石
棺

（
市
内
藤
山
出
土
）
や
火
葬
し
た
骨
蔵
器
を

入
れ
る
容
器
の
石い

し

櫃び
つ

（
復
元
）
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
平
安

宮
に
も
運
ば
れ
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
に
香

芝
市
周
辺
地
域
の
五
輪
塔
や
石
仏
、
宝
塔
な
ど

の
石
造
物
に
多
く
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

金
剛
砂
と
は
、
鉱
物
の
一
種
の
ザ
ク
ロ
石
、

１
月
の
誕
生
石
の
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ
と
で

す
。展

示
室
に
は
、
日
本
の
ほ
か
世
界
各
地
の

ガ
ー
ネ
ッ
ト
原
石
を
多
数
展
示
し
て
い
ま

す
。金

剛
砂
は
、
非
常
に
硬
い
た
め
研
磨
材
と

し
て
用
い
ら
れ
、
明
治
時
代
か
ら
地
場
産
業

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
市
内
を
流
れ

る
竹
田
川
沿
い
の
地
域
で
、
地
下
数
メ
ー
ト

ル
の
砂さ

礫れ
き

土ど

の
な
か
に
大
量
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
50
年
代
半
ば
ま
で
は
、
冬
場
に

水
田
の
地
下
を
露
天
掘
り
で
採
掘
し
て
い
ま

し
た
。

奈
良
時
代
や
平
安
時
代
の

書
物
に
も
登
場
！

金
剛
砂
の
最
古
の
記
録
と
し
て
、
奈
良
時

代
の
こ
と
が
書
か
れ
た
『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
、

「
大
坂
沙

お
お
さ
か
の
す
な

」
で
玉
石
を
磨
い
た
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
。
「
大
坂
沙
」
が
金
剛
砂
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
こ
と
が
頭
に
う
か
び

ま
す
。
ま
だ
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奈
良

時
代
よ
り
前
の
古
墳
時
代
に
、
勾ま

が

玉た
ま

や
管く

だ

玉た
ま

な
ど
の
玉
類
の
研
磨
・
穴
あ
け
作
業
に
金
剛

砂
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能

性
で
す
。

そ
の
後
、
平
安
時
代
の
『
西さ

い

宮ぐ
う

記き

』
に
御ご

所し
ょ

の
敷
き
砂
に
用
い
た
と
い
う
記
事
や
室
町

時
代
の
『
春
日
大
社
文
書
』
に
興
福
寺
の
荘

園
と
し
て
大
和
国
葛
下
郡
に
「
金
剛
砂
御
薗

こ
ん
ご
う
し
ゃ
の
み
そ
の

」

が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
も
金

剛
砂
の
記
録
は
続
き
ま
す
。

明
治
時
代
に
は
、
金
剛
砂
王
・
安
川
亀
太

郎
氏
の
尽
力
で
、
金
剛
砂
産
業
発
展
の
道
筋

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

〜
古
墳
時
代
か
ら
中
世
〜

時
の
権
力
を
さ
さ
え
た

二
上
山
の

凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

〜
奈
良
時
代
か
ら
現
代
〜

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
の
材
料（
研け

ん

磨ま

材ざ
い

）

と
し
て
使
わ
れ
た

金こ
ん

剛ご
う

砂し
ゃ

金剛砂の採掘のようす（復元模型）

復元された家形石棺（古墳時代・6世紀）

どんづる峯（香芝市穴虫）



そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
下
田
東
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
を

常
設
展
示
す
る
た
め
、
平
成
22
年
10
月
に
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

下
田
東
遺
跡
の
下
田
東
１
号
墳
か
ら
出
土
し
た
人
（
馬

を
引
く
人
や
巫
女

み
　
こ

）・
馬
・

鶏
に
わ
と
り

・
家
な
ど
の
多
く
の
埴
輪

は
に
わ

や
、
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
、
人
の
顔
が
描
か
れ
た
土

器
（
人
面
土
器
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
腐
ら
ず
の
こ
っ
て
い
た
下
田
東
２
号
墳
の
木も

っ

棺か
ん

も
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
下
田
東
遺
跡
出
土
の
資
料
は
、
特
別
展
を
開

催
し
て
い
な
い
月
に
随
時
入
れ
替
え
て
展
示
し
て
い
ま

す
。

6平成24年8月21日

本
市
は
、
古
代
か
ら
大
和
と
河
内
を
つ
な
ぐ
交
通

の
要
衝
と
し
て
、
歴
史
的
に
も
早
く
か
ら
開
け
た
地

域
で
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
上
山
北
麓
の
旧
石
器
遺
跡
群
を
は
じ
め
、
平ひ

ら

野の

塚つ
か

穴あ
な

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

（
国
史
跡
）
や
尼に

ん

寺じ

廃は
い

寺じ

跡あ
と

（
国
史
跡
）、

下
田
東
遺
跡
、
武ぶ

烈
陵

れ
つ
り
ょ
う

・
顕け

ん

宗
陵

ぞ
う
り
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
式し

き

内な
い

社し
ゃ

大
坂
山
口
神
社
や
志
都
美
神
社
が
鎮
座

し
、
平
安
時
代
に
は
『
往
生
要
集

お
う
じ
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

』
を
著
し
た
恵え

心し
ん

僧そ
う

都ず

源げ
ん

信し
ん

が
良
福
寺
で
誕
生
し
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
以
降
は
鹿
島
神
社
に
宮み

や

座ざ

の
結け

っ

鎮ち
ん

座ざ

文も
ん

書じ
ょ

（
県
指
定
文
化
財
）
が
残
さ
れ
、
下
田
や
五
位
堂
で

鋳
物
師
が
活
躍
し
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
も
進
め
、

展
覧
会
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

尼
寺
廃
寺
跡
は
、
７
世
紀
後
半
に
造
営
さ
れ
た
古
代
の

寺
院
跡
で
す
。
尼
寺
集
落
の
南
北
２
箇
所
に
分
か
れ
て
お

り
、
北き

た

廃は
い

寺じ

の
塔
跡
か
ら
は
日
本
最
大
級
の
心し

ん

礎そ

が
見
つ

か
り
、
そ
の
心
礎
の
柱

は
し
ら

座ざ

内
か
ら
耳じ

環か
ん

や
水
晶
玉
な
ど
の

舎し
ゃ

利り

荘そ
う

厳ご
ん

具ぐ

が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
超
一
級
の

寺
院
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
が
た
い
へ
ん
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
出
土
し
た
舎
利
荘
厳
具
や
復
元
し
た
北

廃
寺
の
心
柱
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
ポ
イ
ン
ト
！

下
田
東
遺
跡
か
ら
の
出
土
品

国
指
定
史
跡
「
尼
寺
廃
寺
跡
」
の

出
土
品

と

心
柱
の
復
元
模
型

日本最大
級の心礎

！

人面土器（下田東遺跡・奈良時代）

心　柱

（復元模型）

尼寺廃寺塔跡舎利荘厳具

(市指定文化財) 飛鳥時代

耳環12点、刀子１点、水晶丸玉２点、

水晶切子玉２点、ガラス丸玉１点、

ガラストンボ玉１点、ガラス小玉１点

し
も

だ

ひ
が
し

に
ん

じ

は
い

じ

あ
と
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こんなイベントもしています！　Museum Event

二上山博物館では、年間を通じていろんなイベン

トを行っています。

毎年夏休みには、親子で楽しみながら学べる「さ

わって、遊んで、学ぶ二上山博物館」を開催してい

ます。勾玉や、銅剣づくり、火おこし体験、サファ

イアさがしなど、子どもたちが楽しみながら学べる

イベントです。

このほかにも、公開講演会（年５回）、ふたかみ歴

史散歩（年５回）、邪馬台国シンポジウム（年１回）

など、講師を招いて歴史に関する講演会や現地学習

を開催しています。また、今年の特別展は開館20周

年記念として「役行者、二神の上の峯に登る～二上

山と信仰の系譜～」をテーマに９月29日から11月25

日まで開催し、３回の記念講演会も予定しています。

これらのイベントは広報かしば「お知らせ版」や市

ホームページに掲載しますので、ご覧ください。

博物館では、刊行図書のほか、

サヌカイトを使ったオリジナル

グッズや絵ハガキなどを販売し

ています。ユニークなグッズを

記念にいかがですか。

・サヌカイト･キーホルダー 800円

・サヌカイト･ネックレス 1,800円

・二上山産サヌカイトの原石
100～1,000円程度

・絵ハガキ（5枚組） 500円

博物館内には、モグ君と

モグちゃんと一緒にクイズ

冒険できるコーナーがあり

ます。

問題は５種類あり、それ

ぞれ22問あります。

ミスは22問中２問しか

許されません。

かしの木博士の合格認定

をめざして、チャレンジし

てみてください！

＊毎週土曜日は、高校生以下は無料です。

＊なお、特別展の期間中は、上記観覧料より50～150

円程度高くなります。

【開館時間】午前９時～午後５時（入館４時半迄）

【休館日】・月曜日（ただし、祝日･休日は開館し、その

日以降の最も近い平日を休館します。）

・年末年始（12月28日～１月４日）

【観覧料】＊小学生未満は無料。団体は20名以上。 博物館の諸行事をはじめ、当会の企画による講

演会や現地学習会、ボランティア活動などを通じ

て、会員相互の親睦を深め、自然に親しみ、郷土

の歴史や文化財について楽しく学べます。入会希

望のかたは、博物館受付まで。

【年会費】2,500円（傷害保険料含む。）

【特　典】会誌「ふたかみ史遊」年３回発行

博物館観覧料・主催事業が無料

二上山Ｑ＆Ａ クイズコーナーオリジナルグッズﾞ
Museum Original Goods

利 用 案 内　Information 博物館友の会「ふたかみ史遊会」
入 会 案 内

大人 高校・大学生 小・中学生

個人 200円 150円 100円　

団体 150円 100円 50円

し ゆう かい

【問合先】二上山博物館（ふたかみ文化センター１階） 77－1700
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香芝市では、米の地産地消を目的に、小麦や大豆、トウモロコシの代わりとなる材料としての米粉の普及促

進に力を入れています。そのひとつとして、昨年度、米粉を使った商品を作っていただけるお店を募集し、広

報紙などで紹介したところ、多くのみなさんにご来店いただき、香芝ブランドの「米粉商品」を食していただ

きました。

今年度も、さらなる消費拡大をめざし、協力店を

募集します。

ぜひ、このプロジェクトにご参加ください！

◆募集要件

・市内のお店であること

・小麦・大豆・トウモロコシの代用として米粉を

使用し、商品の開発・販売ができること

◆メリット

・市ホームページ、広報紙で米粉商品の情報発信

・市開催のイベントに出店

◆応募・問合先 市役所商工農産課　 内線255

米粉プロジェクト
－米粉商品の販売店募集！－

昨年プロジェクトに参加した６人の店主の声より

・初めて米粉を食べられたお客様の反応も良く、米粉100％の商品は小麦アレルギーのかたに喜ばれた。

・「小麦よりお米が好きで、以前から米粉商品が食べたかった！」と、お客様に喜んでもらえた。

・作り手として地元の食材を使いたいという気持ちがあった。地産地消の取組みに参加できてうれしく思う。

いろいろ使える米粉の魅力☆

・米粉は粘りや水を保持するグルテンを含まない

ため、揚げ物・焼き物は“カラッ”と！

・シチュー、あんかけなどの“とろみづけ”に！

・てんぷら、お好み焼き、ラーメンなどアイデア

次第でいろいろアレンジ可能！

・油を吸いにくいのでヘルシー！

・米粉ならではの“モチモチ”食感！

・なんといっても“腹もちがいい”

昨年度完成した香芝ブランドの米粉商品

現在も好評販売中！

米粉の玄米食パン
真美ヶ丘　シュルプリーズ(Mamigaoka Surprise)

チーズのお米パン
ブーランジェリー　レクラ(Boulangerie L′eclat)

米粉のレーズンくるみパン
ふぇり～ちぇ(ほくほくパン工房Felice)

奈良のこめっこブッセ
かしこうぼう あきぼう(菓子工房あき房)

米粉カステラ六斎
ろくさいどう( 六斎堂 )もちもち米粉シフォン

クリーム　ドール(CREAMDOLL)

もちもち
ふんわり食感

しっとり
した食感

独特の
甘みと香り

商品購入者にアンケート！ 
①今までに米粉商品を食べた 
　ことがありましたか。 

②米粉商品を食べてどのような 
　ところが気に入りましたか。 

初めて 
31%

食感 
73%

風味 
16%

まんぷく感 
2%

その他 
8% 未回答 

1%

食べたこ 
とがある 
　69%

☆
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地
域
で
も
介
護
予
防
！

今
年
は
９
箇
所
の
老
人
会
・
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
を
対
象
に
運
動
や
認
知
症
予
防
・
口
腔

機
能
向
上
・
低
栄
養
予
防
の
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
「
み
ん
な
の
体
操
」
を
行
い
、

介
護
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
地
域
で
継
続
的
に
運
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
も
元
気
が
い
い
！
で
も
年
に
は
勝
て
な
い

し
・
・
・
。
老
化
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
か
ら
・
・
・
。」
と
あ
き
ら
め
て
い

ま
せ
ん
か
？

ず
っ
と
元
気
で
イ
キ
イ
キ
生
活
を
お
く
る
た
め
の
秘
訣
が
「
介
護
予
防
」

で
す
。

高齢福祉課では、８月下旬に「基本チェックリスト」（＊日常生活を送る上で必要な機能の低下を早

期に発見することができるアンケート）を下記の対象者のかたに郵送させていただきます。是非回答い

ただき、介護予防にお役立てください。

▼対　　象：65歳以上（平成24年８月１日現在）で、要介護、要支援認定を受けていないかた

▼提出期限：平成24年９月７日（金）

【問合先】総合福祉センター高齢福祉課

（地域包括支援センター係） 79－0802

お知らせ 「基本チェックリスト」で老化のサイン見つけよう！

介
護
予
防
で
ず
っ
と
元
気
！

＊
注
意

け
っ
し
て
無
理
を
せ
ず
、
慣
れ
て
き
た

ら
回
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

痛
み
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
中
止
し
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
で
き
る
予
防
法

足
を
鍛
え
る
運
動

【
片
足
上
げ
・
ひ
ざ
伸
ば
し
】

①
片
足
を
上
げ
、
足
首
を
手
前
に
曲
げ
、

か
か
と
で
押
し
出
す
よ
う
な
感
じ
で
、
ゆ

っ
く
り
ひ
ざ
を
の
ば
し
ま
す
。

②
そ
の
ま
ま
、
足
首
を
伸
ば
し
、
手
前
に
曲

げ
、
ま
た
伸
ば
し
た
後
、
ひ
ざ
を
曲
げ
、
足

を
お
ろ
し
ま
す
。（
左
右
繰
り
返
す
）

②

今
年
６
月
か
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
み
ん
な
の
体
操
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
始
当
初
か
ら
短
い
時
間
で
も
体
を
動
か
す
時

間
が
あ
れ
ば
と
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

の
際
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、「
か
し
ば
活
力
ア
ッ
プ
教
室
」な
ど

介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【みんなの体操の場所・時間】

総合福祉センター

１階　正面玄関ロビー

午前10時40分～・午後２時50分～

２階　大浴場休憩場所　

午後２時55分～

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
体
操
！

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
み
ん
な
の
体
操
」

自治会館でも体操

高齢福祉課　中村保健師

介護予防のポイント！

いつまでもハツラツと自分らし

い生活を続けるため、心身の機能

低下のサインに早く気づき、早め

に対応していくことが大切です。

①

５～10回を目安に２～３
セット行いましょう。
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全
国
中
学
校
剣
道
大
会

（
香
芝
）

（団体）

男子　中　港・山口堅太・高鷲翔・
中島拓紀

徳佐屋匠・北野柊哉・松岡泰生

女子　平岡希美花・辻本愛実・中井
美佳

山口朔楽・石橋美咲・安良田琴代

（個人）

男子　中西　港　　女子　平岡希美
花

今夏はオリンピックが開催され、世界は各競技で懸命に挑むアスリートたちの応援に活気づいて

いました。

市内の中学生たちも、暑さに負けず、スポーツ競技の練習を重ねてきた結果、全国大会に出場す

ることが決まりました。

中学生の持てる力を十分に発揮し、日頃の練習の成果が活かされるよう大会に挑んでください。

有江夏穂・玉腰夕結

杉原優佳・青木琴子

全国中学校水泳競技大会

400ｍリレー（香芝東） 全
国
中
学
校
弓
道
大
会
（
香
芝
）

男子団体　上山友暉・藤山享紀
平田　真悟

男子個人　上山友暉　
女子個人　上田春菜

全日本中学校陸上競技大会
陸上男子

100ｍ（香芝）
中村季稀

3,000ｍ（香芝東）
中井拓実

全
国
中
学
校
卓
球
大
会

女子個人（香芝東）
中原千春

男子個人（香芝北）
石脇優樹

小間美希・曲谷帆乃風・吉原羽南
松井絵理佳・南涼子・鎌田七海
山下春花・江川のどか・嶋田あいら森安美由希・山口愛・北川季亜良
奥野こなつ・江川ひより・大橋寿咲渡邊依紗季

全国中学校ソフトボール大会
（香芝北）女子

個人　藤森優衣

全国中学校新体操
選手権大会（香芝）

女子個人 平光葉
　男子個人 平恵

司郎

全国中学校空手
道選手権大会

（香芝西）
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７月25日（水）、保健センターで開催した「夏休み

歯みがき教室」に、29組の小学生・幼稚園児の親子

が参加し、歯みがきに関する紙芝居やクイズ、歯科

衛生士さんのお話、歯みがき指導などが行われまし

た。

むし歯菌を見るコーナーもあり、子どもたちは、

初めて見る“動く虫歯菌”に「ウワッ―！いっぱい

いてる！」と、驚いていました。

保護者のみなさんも、「仕上げ磨きをしっかりし

ているつもりだったけど、意外と磨けていないこと

が分かった。今日学んだことを必ず実践したい。」

などと、話されました。

子どものころから歯みがき習慣

むし歯菌
きん

バイバイ！

「住民みんながボランティア」を合言葉に開催

されてきた香芝市ボランティアフェスタも、今

年７月15日（日）の開催で４回目。660人をこえ

る多くのかたが集まり、交流の輪が広がりまし

た。

今年度は、各団体が日々の活動を紹介するほ

か、昨年台風12号の被害を受けた十津川村の

「応援ブース」も設けられ、名物のめはり寿司な

どが販売されました。また、東日本大震災から

考案された「段ボールベッド」についての講演

もあり、満席となった会場のお客さんは熱心に

聞き入っていました。

７月21日（土）、ふたかみ文化センターで開催

した「人権を考える市民集会」では、NHK報道

局プロデューサーの板垣さんが、スペシャル番

組製作で、「無縁死」を取材された体験をもとに、

家族、地域、職場における人と人とのつながり

の希薄により「無縁社会」が広がっている中で

起こっている無縁死について、実際の報道映像

を交えて講演されました。

現実社会での実態と課題、家族や地域のつな

がりとは何か。「無縁社会」を「きずな社会」に

変えるため自分たちにできることについて、参

加された200人のみなさんと共に考えることがで

きました。

ボランティアフェスティバルin香芝2012

今、地域の““絆絆””を深めよう！

人権を考える市民集会

「無縁社会」を考える

８月９日（木）、図書館の夏休み

特別企画で公募した子ども一日図書館員に

７名の子どもたちが参加しました。おそろいのエプロ

ンを着けると、立派な図書館員です。

貸出・返却時のパソコン操作を教えてもらい、受付

での接客体験では、最初恥ずかしそうでしたが、慣れ

てくると笑顔で応対していました。

本を使った調べものでは、質問の答えを見つけるた

め、真剣なまなざしで本を探していました。

午後からは、ボランティアさんの協力で本の装備や

修理をしたり、子どもたちは一日たっぷり図書館の仕

事を体験していました。

夏休みにチャレンジ！

子ども一日図書館員

1か月のできごと 

今日一日がん

ばります！

きずな
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子宮頸
けい

がんは子宮の入り口付近にがんができる病気で、女性特有のがんの
中では乳がんに次いで第２位です。特に20代から30代の女性で発症するすべ
てのがんの中では第１位と急増しており、日本では１日約10人の女性が亡く
なっています。命はもちろんのこと、これからの健やかな人生に大きな影響
を及ぼす病気ですが、定期的な検診によってがんになる前に発見できる病気
でもあります。早期がんなら完治の可能性も高くなりますので、20歳を過ぎ
たら検診を受けましょう。
（香芝市では２年に１度のがん検診をすすめています。）

【対象者】20歳以上の市民で平成23年４月以降受けていない女性
（無料クーポン券対象者：20・25・30・35・40歳）

＊４月20日現在、市内在住のかたで平成23年４月２日から平成24年
４月１日の間に対象年齢になられたかたは郵送しています。

【実施期間】平成25年２月28日まで
（無料クーポン券の使用期限は、平成25年１月31日まで）

【実施場所】奈良県内指定医療機関

＊市外の医療機関を受診希望のかたは、「子宮がん検診票」を保健セン　　　
ターへ取りに来てください。（市内産婦人科を受診希望および無料クー
ポン券対象のかたは不用です。）

【検査方法】

【料　金】 子宮頸
けい

がん検診……………2,000円（無料クーポン券の人は無料）

子宮頸
けい

・体がん検診………2,900円（無料クーポン券の人は＋900円）

＊子宮体がん検診は医師の判断により実施

70歳以上…無料

＊市民税非課税世帯及び生活保護世帯の方は、検診料金が無料に

なりますので保健センターで手続きしてください。

【香芝市の受診状況は？】
平成23年度の受診率は17.8％でした。年齢別にみると、30歳代

の方が一番多く受けてますが、まだまだ極めて低い状況です。

米国では、子宮頸
けい

がん検診を80％以上の女性が受診しています。
（香芝市では、受診率50％を目指しています）

★保健センターでの集団子宮頸
けい

がん検診（集団では子宮体がん検診は受診できません）をご希望の

かたは、広報かしばお知らせ版をご覧いただき、申し込んでください。

◆問合先 保健センター　 77－3965

問　診 視診・内診 細胞診

個別子宮がん検診をうけよう
子宮がんは、発生場所や原因が異なる２種類あります

市の検診では主に子宮頸
けい

がんを調べます

月経直前や直後など

で出血がある場合は

終わってから受診し

てください。

子宮頸
けい

部の細胞を小さな

ブラシや綿棒などで擦り

取り異常な細胞がないか

顕微鏡で調べます。

まれに少しの出血があり

ますが、痛みはほとんど

ありません。

子宮頸
けい

がん

子宮体がん

林産婦人科五位堂分院 真美ヶ丘1－13－27 71－5201

医療機関名 所在地 電話

藤田産婦人科内科 逢坂7－130－1 78－4103
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みんな
の
国保

滞納状態になる前に

必ず納付相談へ！
平成24年度「国民健康保険料納付通知書」を７月に送付しています。

今年度から、納付書はコンビニで24時間納付していただけるようになっています。通知内容をご確

認いただき、納期限までに納めていただくようお願いします。

☆納め忘れのない便利な口座振替での納付も推奨しています。口座振替に必要な申請書は、市内の金

融機関または保険医療課で用意しています。

放ったままにしないでままずず相相談談！！
納期限までに納付が困難なかたは、家庭や仕事

の事情など、さまざまな問題を抱え込んでいるこ

とが少なくありません。

そのため、保険医療課では、「納付相談」を実施

しています。納付困難である理由をご説明いただ

き、ご相談のうえ、完納に向けた納付計画を立て

ていただきます。

放ったままにせず、納期限を過ぎる前に必ずご

相談ください。

私たち保険医療課徴収係は、保険料の収納業務や納付相談

に従事しています。窓口に来られたみなさんに、保険料のこ

とを少しでもご理解いただけるよう努めています。

国民健康保険制度は、病気やケガをした時に、安心してお

医者さんにかかることのできる助け合いの制度であり、みな

さんに納めていただく保険料によって成り立っています。そ

のため、全てのかたに公平に納付していただけるよう、私た

ちは徴収業務に取り組んでいます。

公平に納めていただくために…　

全てのかたに公平に納めていただくために、滞納のあるかたに対して、次のような手段を講じる場合が

あります。

納期限を過ぎると…

①督促・催告

自主納付を促すための

督促状・催告状を送付し

ます。

納期限を過ぎると延滞

金も課されます。

納期限から１年経過…

②保険証の返却

「被保険者証」の代わ

りに、「被保険者資格証

明書」を交付します。

この場合、医療費はい

ったん全額自己負担する

ことになります。

さらに滞納が続くと…

③財産の差し押さえ

財産調査を行って財産

の差し押さえ処分を行い

ます。

＊昨年度は、26件の差

し押さえを行いました。

▼問合先　総合福祉センター保険医療課　 79―7528

徴収係よ
り

平日午後５時までに

来庁が困難なかたには…

「夜間窓口」を開設しています。

◆とき

毎月末の開庁日

午後５時30分～７時30分

◆ところ

保険医療課（総合福祉センター１階）

＊毎月お知らせ版に掲載しています。



14平成24年8月21日

おかしいなと感じたら「消費生活相談」へ！

・毎週火・金曜日／午前10時～正午・午後１時～３時／香芝市役所会議室棟
・毎週木曜日／午後１時～４時／広陵町さわやかホール
・消費者庁「消費者ホットライン」 0570－064－370 ▼問合先 市役所商工農産課　 内線253

◆問合先 香芝・広陵消防組合救急救助課　 76―4119

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

バ
イ
ク
の
処
分
は
、
販
売
店

や
メ
ー
カ
ー
、
専
門
業
者
に
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

は
許
可
を
受
け
た
事
業
者
し
か
行

え
ま
せ
ん
の
で
、
無
料
を
う
た
う

廃
品
回
収
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

注
意
が
必
要
で
す
。

「
品
物
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て

か
ら
５
千
円
請
求
さ
れ
た
。
威

圧
的
な
調
子
で
言
わ
れ
た
の
で
、

怖
く
て
仕
方
な
く
支
払
っ
た
。
」

「
領
収
書
も
な
く
、
連
絡
先
も
わ

か
ら
な
い
。
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
高
額
で
買
い
取
り
ま

す
！
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を
み
て
買

い
取
り
を
依
頼
し
た
が
、
実
際
に

は
「
処
分
費
が
か
か
る
か
ら..

」

と
言
っ
て
全
く
お
金
を
支
払
っ
て

く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
引
き
取

っ
た
品
物
を
不
法
投
棄
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
リ
サ
イ

ク
ル
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
処
分
方
法

が
わ
か
ら
な
い
不
用
品
が
で
た
場

合
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
担
当

窓
口
に
確
認
し
て
正
し
く
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

使
わ
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
を
ど
う
処
分
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。

不
用
品
を
無
料
で
引
き
取
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

が
時
々
走
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
し
て
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

不
用
品
の
処
分
は
気
を
つ
け
て
！

熱中症になる人が増えてきています。

熱中症は体内の水分や塩分（ナトリウム）等のバランスが

崩れ、体温の調節機能が働かなくなってさまざまな症状が

おきる病気です。

最近では、家の中でじっとしていても、室温や湿度が高

いと、熱中症になる場合がありますので、注意が必要です。

気をつけよう！熱中症

●
自
分
で
水
が
飲
め
な
い

●
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
て

動
け
な
い

●
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、

全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
等
　

の
症
状
の
人
を
見
か
け
た
時

こ
ん
な
と
き
は
、

迷
わ
ず
救
急
車
を

★ のどの渇きを感じなくても水分補給！

★ 室温は28度を目安に、エアコン、扇風機を

上手に使いましょう。

★ 外出は体をしめつけない涼しい服装で、

日よけ対策も！

★ 無理をせず、適度に休憩を！

予 防 対 策
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90歳を迎えて

大阪から香芝へ来て30年！下田駅へ降りた時、待合室

に長いすが１つポツンとあって、田舎だなとびっくりし

たことを思い出します。現在の香芝はマンションが建ち

並び、春になると道辺の花水木が心を癒してくれます。

私は戦時中、故郷の熊本へ疎開していました。友人が

医大へ入院しましたので見舞いに行っている最中、空襲

警報発令のサイレンと同時にＢ29の大編隊が熊本の街を

焼野原にしてしまいました。手術後の友を背負い、焼夷

弾の降る中を命がけで走りました。着いた所が流れの早

い白川の石段の下で、ヤモリのようにしがみついて命を

取りとめることができました。静かになって辺りを見渡

した時、川が砂地になって放心状態になったことを覚え

ています。戦後67年目の夏を迎えます。戦争ほど恐ろし

く、残酷なものはありません。

今は、毎日日記を書くのが楽しみです。また、娘の車

に乗せてもらったとき、窓から見る四季折々の景色を眺

め、俳句を作るのも大好きです。長い人生いろいろなこ

とがありましたが、苦しい時悲しい時は、小川を流れる

落葉にのせて忘れることが一番だと聞きました。「至る

所青山あり」大きな心を持って、残された人生を皆から

愛されるおばあちゃんでありたいと思います。

静かなり　娘と語る　夏の縁

今
回
の
特
集
は
、
先
月
の
市

民
図
書
館
に
引
き
続
き
、
開
館

20
周
年
を
迎
え
た
二
上
山
博
物

館
の
紹
介
で
す
。
「
旧
石
器
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
と
し

て
は
全
国
初
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
器
を
は

じ
め
と
す
る
展
示
物
の
多
さ
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。よ

く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
は
じ
め
世
界
の

古
代
文
明
に
は
、
石
が
付
き
も

の
で
す
よ
ね
。
刃
物
な
ど
の
道

具
や
、
時
の
権
力
者
の
お
墓
に

使
わ
れ
た
石
の
産
地
で
あ
っ
た

二
上
山
周
辺
の
地
「
香
芝
」
は
、

太
古
か
ら
非
常
に
重
要
な
場
所

で
あ
っ
た
と
今
回
の
取
材
を
通

し
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

石
器
だ
け
で
な
く
他
の
出
土

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
博
物
館
に
お
越
し
頂

き
、
古
の
時
代
の
「
香
芝
の
歴

史
」
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
卯
〉
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次回は北埜さんにリレーされます。

◆347

市民

福田郁子さん

「てんいち先生」の“てんいち”

は、「毎月11日は人権を確かめ

あう日」の11（英語のテン“10”

とイチ“１”）からネーミングさ

れています。

ペンリレーは市民の皆さんに、日ごろ感じていること、体験したことなどを自由に
書いていただくコーナーです。次回のかたは、執筆者からバトンタッチされます。

人権4コマまん
が
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